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資料５－６－①－３ 

技術者倫理 

  

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p.S-10） 
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資料５－６－①－４ 

実践的デザイン工学演習 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-7） 
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資料５－６－①－５ 

 

CO-OP 教育（抜粋） 

  

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 299 - 

資料５－６－①－５続き 

（CO-OP 教育 企業採用票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：学生課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 基本教育目標および学習・教育目標に基づいて講義，実習，実験等が適切に配置されている。専攻

科課程の少人数制のもとで，グループワーク型，フィールド型授業，CO-OP教育などを導入しており，

教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、

教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスには，学習教育目標に沿って，授業の概要，授業内容，達成目標，評価方法等が記載され

ている（資料５－５－①－１参照）。学修単位科目についてもシラバスに明示されている（資料５－

６－②－１）。シラバスの作成方法は教員に周知している（資料５－２－②－４参照）。 

 作成されたシラバスは，教員・学生に配布している他，本校ウェブページでも公開されており，教

員は，シラバスに沿って授業，成績評価を行うと共に授業の進捗状況を確認している（資料５－６－

②－２～３）。 
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資料５－６－②－１ 

専攻科課程のシラバス 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p.S-9） 
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資料５－６－②－２ 

 

授業改善アンケート（抜粋） 

 

 

 

アンケート結果（抜粋） 

  

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－②－３ 

進捗度チェックシート 

  

 

 

（出典：本校ウェブページ） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 創造性を育む教育として機械電気システム工学専攻は「創造工学演習」，物質工学専攻は「創造実

習Ⅱ」において，PBL型授業科目を実施している（資料５－６－③－１）。「実践的デザイン工学演

習」を実施し異なる分野の学生同士のグループワークを通して，地域課題の抽出と解決案を討論させ，

成果を一般に公開している（資料５－６－③－２）。また，「専攻科研究」を通して創造性を育む教

育を実施している（資料５－６－③－３～４，資料５－５－②－９参照）。また，インターンシップ

は必修科目であり，自主的・計画的な取組み，分析力・考察力を育成している。実習先評価表，実習

報告書とそのプレゼンテーション資料で総合評価をしている（資料５－５－③－３～４参照，資料５

－６－③－５～６）。 
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資料５－６－③－１  
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資料５－６－③－１続き 

 

（出典：平成25年度シラバス，p. S-25, p．S-47） 
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資料５－６－③－２ 

デザイン教育の例 

授業の進め方 
1-4 エンジニアリングデザイン 

エンジニアリングデザインとは、「社会ニーズを満たす人工物的事物を創造し管理するために、種々の

学問・技術を統合して、必ずしも正解のない問題に取り組み、実現可能な解を見つけ出して行くことで

あり、その全過程がエンジニアリングデザイン」として定義できますので、デザイン教育は、技術者教

育の根幹として位置づけられます。 

エンジニアリングデザイン能力には、問題設定力、構想力、創造性、種々の学問・技術の統合化・応

用能力、構想したものを図や文章、式、プログラム等で表現できる能力、経済性・安全性・倫理性・環

境への影響等の観点から問題点を認識し、これから生じる制約条件下で解を見出す能力、継続的に計画

し実施する能力、コミュニケーション能力、チームワーク力など多くの能力が含まれます。 

 

 

２．科目の目的 

当該科目は，社会のニーズを解決するためのものづくり演習，メーカーの手法を学ぶために産業人と

の協働型教育，発想力を豊かにするための創成演習，チームワーク力育成のためのグループによる課題

解決演習，情報発信力を強化するプレゼンテーションなどを通じて，エンジニアリングデザインにおい

て必要となる知識と技術，発想力，そして開発力を育てることを目的としています． 

 

とくに，既存科目にはない差別化された本科目の特徴は以下３つを基軸として進めます． 

 

 1) 地域連携型教育（公益性の観点から，地域がもつ課題を抽出し解決に取り組む） 

2) 学科横断型教育（２専攻※混成でプロジェクト員を構成する） 

 3) 合宿型体験教育（協働の価値の理解，組織内における個人の役割と意識を育てる） 

※機械電気システム工学専攻（ME 専攻）と 物質工学専攻（CB 専攻） 

 

 

３．授業の進め方 

この授業の進め方は大別して、1)事前予備調査 2)フィールドワーク（合宿形態の現地調査・現地作業

など） 3)講義型授業と討論 4)プロポーザル（成果発表会）に分けられ，前期総時間数 90 時間の取り

組みを行う。 

     日 程       摘    要             備 考 

   ４月６日（金） 事前予備調査         学校の強み，各教員が有する技術シーズ 

    （７日（土））                の発掘（把握と理解）を行う． 

   ４月８日（日） フィールドワーク（合宿授業） ２つの課題（①提示されて取り組む課題， 

   ～１３日（金）                ②自らが見つける地域の課題）に取組む． 

   ４月第三週～  講義型授業と討論       合宿授業で得られた知見をもとに改善を 

                          提案する為の調査・討論および講義など 

   ７月下旬～   プロポーザル（成果発表会）  合宿した地域に赴き，市民を対象として 

   ８月上旬                   成果発表を行う．  
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資料５－６－③－２続き 

フィールドワーク（合宿授業） 課題（抜粋） 

課題①（提示されて取り組む課題） 

『桜の丘公園の整備』（実務作業・プロポーザル） 

桜の丘公園は寒河江市に位置する小高い丘にあり，寒河江市内を眺望でき，自然豊かな市民の憩

いの場所として利用されている公園である．また桜の木が多数植えられており，春の開花時には

市民の賑わいの場となっている．しかしながら桜の開花時期以外では雑草が生い茂り，休息のた

めの娯楽施設（ベンチなど）も老朽化がみられる．この公園を，市民が通年（冬季除く）を通し

て足を運びたくなる憩いの場とする改善提案を行いたい． 

 課題 

 1)老朽化がみられる既存設備の保守・保全（実務作業） 

  ・老朽化が軽度の場合  

→修理作業（補強，部材交換，塗装など） 

  ・老朽化が重度の場合 

     →撤去の提案または撤去作業 

  ・新しい設備（ベンチなど）の設計，製作 

 2)草刈り，ゴミ拾い，側溝清掃等のボランティア活動（実務作業） 

 3)観光拠点（あるいは名所）として，寒河江市民が憩いの場として更なる利活用ができるため

の改善提案（プロポーザル） 

課題②（自らが見つける地域の課題） 

『ふるさとまちづくり計画』（プロポーザル） 

「このような技術的アプローチにより，これがあのように便利になる」 

「これを改善することにより，“まち”にこのような効果が期待される」 

「ここの整備により，市民が，まちが潤える」 

 

そのようにするためのヒントは，多種多様な部分に転がっているのではないだろうか？高齢者の交

通アクセシビリティ，癒しを与えるホスピタリティ，若者が活性化を図れるアクティビティ，児童

を守るセーフティ･･･技術的側面から，これらの課題に対してどのように貢献することができるだ

ろうか？技術というツールを駆使して，あるいは学内の技術的シーズとのマッチングを図って，よ

りよいまちづくりのための提案を行いたい． 

 

例）小川（河川）の新たな活用 

寒河江市内の河川，治水環境はきれいに整備されており，宿泊予定の市民体育館合宿所隣にも綺

麗な小川がある．たとえばこの橋（小川）にイルミネーション等による装飾を施すことにより，

違った価値を付与することが可能ではないか．たとえば電飾の電力供給は太陽光や水力発電など

自然エネルギーを採用し，メンテナンスフリーの仕様でありたい． 
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資料５－６－③－２続き 

 

成果発表 

 

 

 

 

（出典：デザイン教育資料） 
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資料５－６－③－３  

 

 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p．S-23） 
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資料５－６－③－４ 

専攻科研究論文（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－５ 

インターンシップ実習先評価

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－６  

インターンシップ評価（専攻科） 

  

（出典：学生課資料） 

  

 

（分析結果とその根拠理由）  

 「創造工学演習」，「実践的デザイン工学演習」，「専攻科研究」による創造性を育む教育方法の

工夫が図られている。また，インターンシップは，必修科目であり全員が修得しており，活用が図ら

れている。 
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観点５－７－①： 教育の目的に照らして、教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 教養教育は学習・教育目標B），C)を満たすように科目が適切に配置されている（資料５－５－①

－２参照）。研究指導については「専攻科研究」という教科をおき，指導教員の下で学会発表と論文

指導が行われている。中間発表，最終発表の際には専門を異にする複数の教員による質疑応答を含む

審査が行われ，そこでの指摘が研究に反映されている（資料５－７－①－１～２）。学会発表を義務

付け（資料５－７－①－３），研究成果レポートや英文要旨による総合評価を実施している（資料５

－６－③－４参照，資料５－７－①－４）。技術職員との共同作業体制もあり，専攻科課程にふさわ

しい研究指導となっている（資料５－７－①－５～６）。 

 

資料５－７－①－１ 

専攻科研究中間発表会（抜粋） 

指導教員 研究テーマ

1 9:10～9:30 増山
           画像相関法を利用した鋼板の損傷評価
      Damage Evaluation of Steel Plate Splecimen by using Digital Image Correlation Method

宮﨑，田中

2 9:30～9:50 佐々木 　　　　　　　クラウン減速機構と6個のアクチュエータを用いたモータの開発 宮﨑，田中

3 9:50～10:10 増山
           水田の除草・攪拌に対する抵抗について
      Study on Resistance Force against Weeding and Stir in Rice Field

宮﨑，小野寺

4 10:10～10:30 本橋            傾斜面上のサボニウス型風車周りの流れの観察 宮﨑，小野寺

5 10:35～10:55 小野寺         ポテンシャル法を用いた簡易回避アルゴリズムの検討 宮﨑，増山

6 10:55～11:15 小野寺         リクライニング機能を有する療育支援椅子の検討   宮﨑，増山

1   9:10～9:30 宍戸        Androidアプリケーションにおけるリパッケージ防止に関する研究     佐藤（義），神田

2   9:30～9:50 内海          Robocodeにおける予測に基づいた戦略に関する研究 佐藤（義），神田

3 9:50～10:10 神田             Development of compact Agri-Server 佐藤（義），武市

4 10:10～10:30 森谷            硫化フリー・非真空プロセスによるCu2SnS3薄膜の作製 佐藤（義），武市

5 10:35～10:55 武市         画像認識技術を用いた個人認証プログラムの検証 佐藤（義），保科

6 10:55～11:15 武市          ICAを用いた生体信号の分離検証 佐藤（義），保科

 11:15～11:35 　　　宮﨑         光干渉計を利用した非接触微小振動測定 佐藤（義），保科

13:10～13:30 保科         基本的線路形状のマイクロストリップ線路の実験的特性評価 佐藤（義），宝賀

9 13:30～13:50 佐藤（義）  ファジィ・ニューラルネットワークによる対象物の特性を考慮した適応力制御に関する研究 佐藤(淳），宝賀

10 13:50～14:10 佐藤（義）         アームロボットによる組立作業のための知能制御ソフトウェアの開発 佐藤(淳），森谷

11 14:10～14:30 宝賀 　　　　コイル周辺の磁束分布と鳥害防止機構への応用の検討 佐藤(淳），森谷

12 柳本 　　　　ファジイ理論を用いたファン異常音の識別　　　　　　　　　　　（学会発表）

13 渡部         パーティクルフィルタによる移動体情報の取得の検討　　　　（学会発表）

佐藤（義） 　　　　　　　　　　　留学中

1 9:10～9:30 戸嶋
                     Ni-Pd-P電析膜の作製とその性質
     Electrodeposition of Ni-Pd-P Thin Films and Their Properties.

粟野，瀬川

2 9:30～9:50 飯島       カルボン酸修飾シクロデキストリンの合成研究 粟野，瀬川

3 9:50～10:10 飯嶋       絹タンパク質へのシクロデキストリンの導入 粟野，戸嶋

4 10:10～10:30 佐藤（司）       油脂熱分解法によるBDF製造と評価 粟野，戸嶋

5 10:35～10:55 森永 　　　燃料電池用固体電解質の開発とその電池特性評価 粟野，飯嶋

6 10:55～11:15 阿部（達）       オオミジンコを用いたプラスチック関連化学物質の安全性評価 粟野，飯嶋

7 11:15～11:35 佐藤（司）       乳化重合に対するマイクロバブル技術の適用 粟野，飯嶋

平成２３年度　専攻科研究中間発表会（１年生）

 　機械工学系（座長：宮﨑専攻科長）　　　　　会場：　１２Ｆゼミ室

 　電気・電子工学系１（座長：　佐藤（義）　制御情報学科長）     　  会場：　１号館2Ｆ　合同講義室5100

発表会評価担当

発表時間は１５分、質疑応答５分です

開催日　　平成２４年３月９日（金）

5分休憩

　 機械電気システム工学専攻

　物質工学専攻（座長：粟野　専攻主任）　　　　会場：　22Fゼミ教室

電気・電子工学系２（座長：佐藤（淳）教授    　会場：　１号館2Ｆ　合同講義室5100

5分休憩

                                                                                                5分休憩

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－２ 

専攻科研究最終発表会（抜粋） 

　　　時　間 　　発表学生名 指導教員名 研究テーマ 論文評価

指導教員以外の

　　担当者

 9:30～  9:50 渡部 　　静粒子と動粒子を用いたパーティクルフィルタによる移動体検出の検討　　　　 佐藤(淳）・保科 武市

 9:50～ 10:10 佐藤（義） 　　ファジィ・ニューラルネットワークによる対象物の特性を考慮した適応力制御に関する研究 佐藤(淳）・保科 渡部

10:10～10:30 佐藤（義） 　　パーティクルフィルタを用いた物体検出器の提案 佐藤(淳）・保科 神田

10:30～10:50 神田 　　環境モニタリング用計測システムの開発 佐藤(淳）・保科 内海

10:55～11:15 森谷 　　硫化フリー・非真空プロセスによるCu2SnS3薄膜の作製 佐藤(淳）・神田 内山

11:15～11:35 柳本 　　ファジイ理論を用いたファン駆動音の良否判定 佐藤(淳）・神田 佐藤（義）

11:35～11:55 佐藤(淳） 　　文字認識による弱視者支援を目的とした Androidアプリケーションの開発     佐藤（義）・神田 保科

11:55～12:15 保科 　　基本的線路形状のマイクロストリップ線路の実験的特性評価 佐藤(淳）・神田 森谷

13:１5～13:35 武市 　　画像認識技術を用いた顔認証プログラム検証 宮﨑・佐藤（淳） 佐藤（義）

13:35～13:55 宮﨑 　　ロバスト光干渉計を利用した非接触微小振動測定 佐藤（義）・佐藤（淳） 神田

13:55～14:１5 佐藤（義） 　　アームロボットによる組立作業のための知能制御ソフトウェアの開発 宮﨑・佐藤（淳） 柳本

14:１5～14:35 武市 　　独立成分分析を用いた心音・肺音の分離検証 宮﨑・佐藤（淳） 渡部

14:40～15:00 内海 　　Robocodeにおける予測に基づいた戦略に関する研究 宮﨑・佐藤（淳） 佐藤（淳）

15:00～15:20 宝賀 　　磁束発生機構による磁束分布と鳥害防止への応用の研究 宮﨑・佐藤（淳） 宮﨑

  9:30～  9:50 増山 　　画像相関法を利用した鋼板の損傷評価 宮﨑・飯島 本橋

  9:50～10:10 佐々木 　　クラウン減速機構と6個のアクチュエータを用いたモータの開発 宮﨑・飯島 本橋

10:10～10:30 増山         水田の除草・攪拌に対する抵抗について 宮﨑・飯島 宮﨑

10:30～10:50 本橋 　　傾斜面上のサボニウス型風車周りの流れの観察 宮﨑・飯島 小野寺

10:55～11:15 小野寺 　　ポテンシャル法を用いた簡易回避アルゴリズムの検討 宮﨑・飯島 宮崎

11:15～11:35 小野寺 　　療育支援椅子の開発 宮﨑・飯島 増山

12:55～13:15 戸嶋 　　Ni-Pd-P電析膜の作製とその性質 飯島・佐藤（司） 飯島

13:15～13:35 飯島 　　カルボン酸修飾シクロデキストリンの合成研究 佐藤（貴）・佐藤（司） 戸嶋

13:35～13:55 飯嶋 　　シクロデキストリン-絹タンパク質複合材の合成とその包接能 佐藤（貴）・佐藤（司） 佐藤（貴）

13:55～14:15 佐藤（司） 　　油脂熱分解法によるBDF製造と評価 飯島・佐藤（貴） 阿部（達）

14:20～14:40 森永 　　燃料電池用固体電解質の開発とその電池特性評価 飯島・佐藤（貴） 佐藤（司）

14:40～15:00 阿部（達） 　　オオミジンコによる安全性評価 飯島・佐藤（貴） 飯島

15:00～15:20 佐藤（司） 　　乳化重合に対するマイクロバブル技術の適用 飯島・佐藤（貴） 森永

休憩（５分）

休憩（５分）

　昼休み

休憩（５分）

英文要
旨評価

指導
教員

　　　　　　　　　　　機械電気システム工学専攻　機械系　（座長：宮﨑　専攻科長）　　　　会場：　大会議室

英語
教員

（阿部（秀））
＆

指導
教員

 懇親会（会場　ラウンジ　１５：４０～）

懇親会（会場　ラウンジ　１５：４０～）

　　　　　　　　　　　物質工学専攻　応用化学系　（座長：飯島　専攻長）　　　　会場：　大会議室

平成２４年度　専攻科研究最終発表会
    開催日　　　　平成２５年２月１３日（水）　（＠先端研究産業支援センター）

発表時間は１５分、質疑応答５分です

　　　機械電気システム工学専攻　電気・電子工学系（座長：佐藤　専攻長，宮﨑　専攻科長）　　　会場：レクチャーホール

昼休み

研究遂行
能力評価

　発表会評価担当

休憩（５分）

英語
教員

（阿部（秀））
＆

指導
教員

指導
教員

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－３ 

学生の研究発表（抜粋） 

 

（出典：テクノセンターリポート13号, p.47～50） 
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資料５－７－①－４ 

英文要旨 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－５ 

技術職員支援体制 

 

 

 

 

（出典：本校ウェブページ） 
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技術職員 担当機器（物質工学科） 

No. 装置名 メーカー・型番 装置管理者 技術職員

1 ICP発光分析装置 - 2号館 1階 ICP/AAS室 阿部 伊藤（眞）

2 AAS 日立・Z-5010 2号館 1階 ICP/AAS室 阿部 伊藤（眞）

3 ESCA 島津・ESCA-3200 2号館 1階 機器分析実験室 戸嶋 米澤

4 SEM TOPCON・ABT-32 2号館 1階 機器分析実験室 清野 米澤

5 TG-DTA 島津・DTG-60H 2号館 1階 機器分析実験室 清野 米澤

6 粒度分布測定装置 島津・SALD-3100 2号館 3階 化学工学研究室（清野） 清野 米澤

7 比表面積測定器 島津・フローソーブⅢ23052号館 4階 物質化学実験室Ⅱ 清野 米澤

8 ガスクロマトグラフ - 2号館 4階 物質化学実験室Ⅱ 米澤

9 IR 島津・IRAffinity-1 2号館 3階 合成有機研究室（瀬川） 瀨川 矢作

10 UV-Vis 島津・UVmini1240 2号館 3階 合成有機研究室（瀬川） 瀨川 矢作

11 NMR JEOL・JNM-ECX400 6号館 1階 分析機器実験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

12 XRD Rigaku・MiniFlexⅡ 6号館 1階 X線室 粟野 矢作

13 FP JASCO・FP6600 6号館 2階 生物工学実験室（南） 南 矢作

14 IR 島津・IRAffinity-1 6号館 2階 FT-IR室 飯島 矢作

15 TEM - テクノセンター 1階 試作試験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

16 レーザー共焦点顕微鏡 - テクノセンター 1階 試作試験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

設置場所

 

（出典：教育研究技術支援センター資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教養教育は目的を達成するように科目が適切に配置されている。専攻科研究の内容は，各種発表に

よって適切であると裏付けられている。また研究活動には，技術職員の教育的支援が行われている。 

以上により，教養教育や研究指導が適切に行われている。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され、学生に周知さ

れているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 成績評価・単位認定や修了認定に関しては，学生便覧に示されている（資料５－８－①－１～２）。

専攻科課程入学式後のオリエンテーションや始業開始時に専攻科長が説明しており，また修了に向け

ての学位授与ガイダンスも行っている（資料５－８－①－３～４）。 

 各授業科目の成績評価・単位認定は，シラバスに記載された評価方法と基準にしたがって行われて

いる。シラバスには学修単位に関する説明が明示され，自学自習時間による学修成果は小テスト，課

題レポートなどで評価が行われている（資料５－８－①－５～６）。専攻科委員会で判定資料を作成

し修了判定会議で報告され，最終的に校長が認定している（資料５－８－①－７）。 
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学則（抜粋） 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.16） 

 

資料５－８－①－２ 

専攻科授業科目履修規定（抜粋） 

 

 

 

 




